35 cm フロアー 扇保証書 


本書は、お買上げの日から下記期間中故磅が発生した場合に、下記内容で無料修巧を巧う'^ 

ことをお約束するものでず。 

卿料修巧擇お 

1.取级誰巧書、本体おがラベル等のま意香に従った正常なご使用が態で保証期間中に故瞎 
した場合には、無耗修理をさせていただきます。 

(イ）無料核巧をご椒續じなる場合には、お頁上げの抵を店に製赢と本ををご持替ご提示いただきお 
申しつけください。 


(口)お買上げの販売店にお料條理をごをおにならない巧をには，株式をなユーイングにご連絡ください。 
2•ご転居の場合の修理ご依頼ホなどは、お買上げの版売店またはな式会社ユーイングにご 

巧和*ゴい 

3.ご贈答品等で本保11含に記入の販売店で無料修理をお受けになれない場舎には、株式会 
社:ユーインダへご連絡ください。 

4-保詔期間中でも巧の場含には原則としてち料とさせていただきます。 

(イ）ご巧巧上の誤りなび不当な修埋やな造によるお障るび損稳。 

( 口） お買上げ後の萬下、移動、輸送などによる被障及び煩傷。 

(ハ)火災、地震、水害、を雷、その他天お化をあび公害、塩き、ガス善(硫化ガスなど)，異常電圧、 
巧定な外の使用を源 (巧 圧、廣波お)などによるが挺あび損傷。 

(二)を兩、船舶等に搭裂された場営に生ずる故障及びお傷。 

(ホ)一般を庭巧むか(則えば業務用など）に证用された場合の故溝あび損席。 

(へ) 本奢のご巧をのない巧合。 

(卜)本香にお頁上げを月日、おを綠名、販売なをの だ 入のない場营、あるいは字句を書き替えられ 
た巧合。 

5•本書は日本国内においてのみ有効です 。 This warranty is valid only in Japan . 

6 •本害は、盗難、火災などの不可が力む外で紛失された場合は、再発巧いたしませんので 
大切に保管してください。 


修理メモ 


柴この保觀害は、本書に巧示した期巧、条件のもとにおいて無料修理をおめおするものです 。従ってこ 
のが証害によって、保强書を発行しているを（保部青任を）、あびそれがの事第をにがするおを綠 
の法读上の権利を制限するものではありませんゆで、保証期間経過をの憶理についてご不明な場合は、 
お頁上げの波を店または株式会社ユーイングにお間い合わせください。 

嚴保証期間释迪をの修理や補修用化能部蟲め保有期瞬じごいてはな級説明まをご霞ください。 


品 番 

MF-FR35D 

保証期間 

があ部分 

巧間（お頁上げ日より） 

保証の条件 

本体 

1 年 

持込修理 

お買上げ曰 

年 貝 日 

お客様 

お名前 

i 一を S 様 

販売店 

販売店を 

ご住所 印 

電お 


株式会社ユーイング 


【お客様欄室】 TEL 0 U 0-9 り-597傭料 )I 

〒 639-1124 奈良獲 大和郡山ホ馬司町 800 番地 
受付け時間：月曜日から金喔日（祝日•当社が日は除く）午前 9 時〜 そ 後 5 時 


y//MORITA 


35 cm フロアー 
扇風機 


取扱説明書 



このたびは、扇風機をお買止げいただき、 
まことにありがとうございまず。 

ご使巧前に、この取扱説明舍をよくお読 
みのうえ正し< ご使用ください。お読み 
になった徽ま、大切に保管していただき、 
おり扱いのわからないときや、不具合が 
生じたときにお役立てください。 



証書添付] 
願尊-1[マイコン1 
臣佩刚リモコン] 




愛情点検 

長年ご使用の扇風機の点検を！！ 

口. 

.電源を入れても、動かないときがある。 i ご使用中と 

•電源コードを動かすと通電したり、しなかつ A 巧瞎や巧巧の齡止のため、運転を 
たりする。 H 惇止し、コンセントから差込みプ 

•運お中に異巧な音や振動がする。 ラグををいておず販壳巧に点横， 

、■こげ寅いにおいがする。 修理をご相談ください。 

含•差込みプラグ、電旌コード、本がなどが異常に V なお、点お•お理についての費用 
，熱い。 T など詳しいことは、販売店じご巧 

F •その化の異常、が障がある。 f 駭ください。 



ぷ 番 

MF-FR35D ^ 

電 圧（V) 

100 

周激数 ( Hz ) 

50 

60 

消費電力 （ W ) 

43 

46 

回质数 Cr / min ) 

1050 

1060 

風 速 Cm / min ) 

162 

167 

風 量 （ m 3 / min ) 

42.7 

44.5 

昔振角度（度） 

75 

コード （ m ) 

ビニルコード 2,8 

高 さ （ mm ) 

1200 〜 1460 

M 量化が 

7,4 . 


参この製品は、海外ではご使用になれません 。 FOR USE IN JAPAN ONLY . 
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八 ^ 聲告 SmKISIliEiS 

^想まされる内容を示します。 


[ 表示の例 ) 

■お守りいただく巧容の種類を、絵記号で区 
かし説明しています。 

( T 記は絵記号の一例です。） 


0 

この記号は、してはいけない 

IT 禁止 J 内容です。 

[〇 

この記号は、必ず実行して 

いただく IT 強制 J 内容でず。 


；5^お読みになった後は、お使いにな 
る方がいつでも見られるところに 
必ず保管してください。 


A 警告 


〇 


水妇れ 


製品に異常がある場合は、ただち 
に使用を中止してください。 

•ケガや発火の原因になります。 

水につけたり、水等をかけたりし 
ないでください。 


0 

禁止 


•シヨート-感電のおそれがあります。 

羽根•ガード•スタンドべースを 
つけずにモーターを運転しないで 
ください。 

•ケガの原因になります。 


0 電源コードや差込みプラグが傷ん 
だり、破損しているときは使用し 
^止ないでください。 

参感電■シヨート-発义の原因に 
なります。 


(S) 

mt 


お巧に分解したり、修理■な造を 
巧わないでください。 

•萬常勤作してケボや発火の原因に 
なります。 


1 

(S) 


妇れす 
擇體化 


お手入れの際は、必ず差込みプラ 
グを抜いてください。 


ねれた手で抜き差ししないでくだ 
さい。 


•不意にか動して、ケガをしとり、 
感電の原因にな y ます。 


安全上のごま意 


ご使用の前に、この『をを上のごま意 n をよくお読みの上、正しくお使いください。 


この扇風機は、羽根の回をによる風で涼感を得たり、童巧の空気を循境させるために使 
巧するもので、一蛟家庭用として生産されたものでず。これ 1 U 外のご使用は絶がしない 
でください。この巧途外(観賞魚-植物 I ぺット南など)及び一般家庭巧];1外(業務用な 
ど）でご使用になった罐合の故障 I 修理•事故-その他の不具合については、责巧を負い 
かねますのでご了承ください。 


て 

\ 
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電源コードを傷つけたり、無理に 
曲げたり、引張ったり、ねじった 
リ、たばねたり、重い物を載せた 
り、挟み込んだり、加工したりし 
ないでください。 

善電源コードが破續し、火災、感電 
の原因にな U ます。 


コンセントの差込みがゆるいときは、懐用しないでください。 

じ V また、差込みプラグとコンセントの間にホコリや金属や水分を付着させない 
でください。 

参感電•ショート-お火の原因になります。 



0 

禁止 


交流1 00 V 1 U 外では使用しないで 
ください。 


• 體 ? 熱して、 A 災の原 S にな 


A を意 

/Ov 風を長時間、からだにあてないで 
ください。 

-と•健康を害ずることがあります。 

特に现幼児、お年寄り、ご病気の方 
にはご注意ください。 

ガードの中や可動部へ指などを 
げ^; Ml ないでください。 

^特に持を運びする廣じは 
£ ごま意ください。 a , 

•觀强 因に 

/〇 スプレーをかけないでください。 

V V (殺ま劑、舊髪用、掃除用等） 

また、油や藥品のかかる場所で 
〜 使用しないでください。 

•樹脂や謹装部分が変質したり、破損 
の原因じなります。 

/Oi 障害物(カーテン等)の周囲や 

VV 不安定な場巧で使巧しないで 

W 止くたさい。 

•破續やが陣の原西になリまず。 

穀蟲を彻さないでください。 

♦羽根が割れたり、巧巧や事巧の 
禁止原因になります。 

/ C 、 次の場所では、使用しないで<だ 
INJ さい。（ボスレンジ等の袭のおく、 
引火性ボスのある巧、雨や氷のか 
じかる場所） 

•炎のなちおえ、 引火•僚発やショ 
ートして火災-感電の原因じなり 
ます。 

/CN 扇風機カパ-をご使雨の場合、 
VV ホ3リ等がつまったが態で使用 
しないでください。 

•モーター部が過教し、故障や事故 
の原因になります。 

A 外出するときなど使用しないと 
を 二きや柯か異常があった場合はす 
^みやかに差込みプラグを抜いて 

常をくださぃ。 

•事故の原因になります。 

また、思わめ誤動作をちじること 
があります。 

差込みプラグを抜くときは、電源 
mw ] -ドを持たずに必ず先端の差込 
みプラグを持ごて自1き抜いてくだ 
さい。 

•感巧やシヨートして発火すること 
があります。 
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各部の名称 



組み立て方 


•ご使巧の前になの順序で正し < 組み立ててください。 

参包装ケースは、な管するときに必要ですから捨てないでください。 

•ガード、鸦狼を取りがけていないが態では、モーター部をお望みの角度(上下)に調節できません。 


^警告 


Q 組み立て前、あるいは組み立て中に、塞&みプラグをコンセントに差し込ま 
ないでください。 

禁止•モーター轴が回り出し、ケボをするおそれがあります。 
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〔組み立て図] 


後ガード 


吊1ガード 


《製品は、絵とかし違うことがありまず。 



スピンナ-^ガード締付ナット 


スタンドベース 


スタンドボール 
固まネジ 


電源コード 


1〜6の順香で組み立ててください。 


〇スタンドベースにスタンドポールを取り付けます。 



スタンドベースが重いので 
おり忖けの際は、十かま意 
してください。 

スタンドべースにスタンドポールを 
取り付けスタンドポール圍をネジで 
しっかリと固定してください。 



スタンドボール 


ンドボール 
固をネジ 


スタンドベース 


※スタンドベースにスタンドポールを取 y がけた後は、スタンド部分をなてたが態で組みな 
てを巧ってください。 


B スタンド部分に本体を取り付けます。 


【本体背面】 


本体背面にある（(パイプ固定ネジ》を r ゆるむ J 
の方向に回してゆるめ、本体を差しをみ、本体が 
グラグラしないよラに《パイプ固定ネジ )） を 
『しまる JI の方向に回してパイプを固定します。 


?5?本体をパィプ奧ぃっぱぃまで乂れてから、 
パイプ固をネジを締めてください。 

入れ方がかないと本ががはずれる危験が 
あります。 
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Q モーター部の下記部品をはずします。 


モーターお 


( T ) スピンナーとガード締付けナットはモータ 
—部についていまずので『ゆるむ]]の方向 
_にはずれるまで回してください。 

@モーター軸のチュープをはずします。 

(チューブをはずさないと羽粮を付けることが 
できません。） 

?^?チューブは扇風機を保管するとき、モーター抽の 
サビ防止となりますので捨てないでください。 


Q 後ガードを取り付けます。 

( T ) をボードの矢印部かを上にして、モーター 
カバーの 《突起部》にをガードの《巧》を 
合わせます。 

运)がー ド締付けナツトを『しまる JI の方向に 
回して、をガードが使用中にゆるまないよ 
うにしっかり締めがけてください。 


モ—ター部 




ボ—ド 

蹲でががナ- 



ガード 
，、 綺がけ 
i ) ナット 
をガード 


〇た锦雜蘇【トナお指?; r は、使用かこゅるまないょぅに 

•締めがけが不十分ですと、ボードと羽根が接触して羽根割れの原因となります。. 


B 羽根を取り付けます。 

の お恨の《凹部》と专一夕一軸の《回 
り止めピン》が合弓ようにして羽报 
を差しみます。 

@スピンナーを左回転『しまる j のち 
巧へ回して、羽根が使用中にゆるま 
ないようにしっかり締め付けてくだ 
さい。 

0前ガードを取り付けます。 

® 前ガードの《フック》を後ガードの 
《合わせマーク》に含わせて掛けまず。 

の前ガードの全周を押さえて上から下へ 
順番にをガードへ確実にはめ込みます。 

の《クリップ》をとめたを、ドライバー 
等でビスをしっかりと締めてください。 


前ガードをはずすときは ••• 


参ビスをドライバー等で緩め、《クリップ )) 
をはずし、ガードリングの真下を手前に 
引き、前ガードをはずしてください。 

本品にはドライパーはせ属しておリません。 

百 


《回り止めピン S モーター抽 
をガード 


《凹部)） 
(羽坡裏側） 


モー ター部 



罚根 

《合わせマーク》 《フック》 



感 


使い方 


■はじめてご使用になるときは、少し貴いが発生することがあ y ますが、ご使用にとも 
ない消えます。 

■操作は、リモコンと本体操作ボタンの両方でできます。 

■をボタンを押すたびに『ピッ J といラ音がします。 （ 『切』ボタン除く） 

■差込みプラグを交流100 V のコン七ントに根元まで確案に差し込んでください。 
■差込みプラグをコンセントに塞し这んだが態では、操作パネルが少し熱くなります 
が、制御回路に徴電流が流れているためで、故障ではなく运険もありません。 
■差込みプラグの抜き差しは運転を停止してから巧ってください。 


操作パネル部に水-お茶-ジュース等を絶がにこぼさないでください。もしこぼし 
た場合はご使巧を中止し、お貫上げの販売店で点検を受けてからご使用ください。 
^<卜•事がや巧障の原因じなります。 


のモコン操作上のごを意！ 

■リモコンの送信部をスタンドの受信部■リモコンの送信部とスタンドの受信部 
に向けて操作してください。 との間に障害物があると作動しないこ 

♦受信部なかの方向へ向けると作動しないとがあります。 

ことがあります。 



■電泄が消耗しますと、遠隔操作のできる範囲が狭くなりますので、ごま意ください。 
■インバーター式の腺巧器具の下や、直が日光の下では、リモコンの受信感度が落ち、 
作動しないことがあります。 

■運を牢に停電した場合や、差送みプラグが抜けた場合、 IT 切 J になりますのではじ 
めから操作し直してくだきい。 


。モコン取り扱いについてのごま意] 


•下図は目安で、お部屋の 
大きき、製品の置き場巧 
などで異なります。 



♦… 3 mm 内 


占. 

口 

む 

な 


•リモコンは落としたり、強い 
街撃を与えたり、水などでぬ 
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r 電池交換のしかた及びごミ主意] 

I ン裏側のカバーを 


1リモコ： 

I 図のようじはずしまず。 


〇乾電池を正しく入れます。 
し (単四電池 DC 1.5 V 2 本） 


コカバーを取 y かけます。 


リモコンの裏棚 



カパ 





■電池は、使い方を誤ると電池の液原れで製品が竊食したり、電池が破裂するおそれ 
があります。 

■ ©©をリモコンの表示に合わせて、正しく入れてください。 

■電池は，充電、シヨー K 分解、加熱しないでください。 

■電池は、使えなくなったら、すぐおりおして処かしてください。 

■電池ををおするときは、2本とも新しい電池と交換し、使用レた電池と湿ぜて使巧し 
ないでください。また同じ種額の電泄を使用し、違う種類の電池を混ぜて使用しな 
いでください。 

シーズン終了後、電化はおず巧いて保管してください。 


r ボタンの使い方） 

•純田曲懸 



タイマー表示ランプ 

『タイマー JI ボタン 
風5ま示ランプ 
『入/風畳』ボタン 
『首振 JI ボタン 

『切 J ボタン 


『入/風置』ボタン 
『タイマー J1 ボタン 
r 切 J ボタン 



ま振 JI ボタン 


(表示ランプ） 


f 風 S ま示 
\ランプ 


(点な） 


:) 呼 ^‘ 


中 


[おやすみ風】 

目自，3が 3が 

切 


強 


(点滅) 


II 

(おやすみ和 


I『入/風量』ボタン 

•押すたびに風量が切り換わり、 

風量表示ランプがを図のように 
切 y 換わりまず。 

参おやすみ風はを函のような周期で變化します。 


《『 iiJff 中強 J 『おやずみ風 J どれか一つでも不具合が生じた 
場合には、ただちに使巧を中止してください。 

(例： r 強 J に不臭合が生じたが、『弱 jff 中邮おやすみ風』 
であれば正常に作動する。） 


IT 入/風量 j ボタンを押ずと最巧に『中 J に入りまずが、巧障ではあリません。 


3巧 3巧 






おり巧し 
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ゾモリー機能について- 

一度設定した運転が態で再度運起する記憶機能です。 

參本体やリモコンの『切 J ポタンで運乾を停止した場合、停止前の設定で運転を開始し 
まホ 

参タイマーの設定は記憶されません。 

•停電や差込みプラグをおくと、記憶されている内容は消えます。 


■ F タイマー』ボタン（最大8時間） 《 運転中でないと操作できません。 

参押すたびにタイマー設定時間が切り換わり、 

表示ランプが点なし、切タイマーが設定され r -取消（連続運あ)， 


ます。 

•時間がたつと表示ランプが切り換わり、 

残りの時間を表示します。 （を示ランプ） 

•設定時間がおわると表示ランプが消え、 

自動的に停止しまず。 


(点口） 

卜を 




■ 『首振』ボタン《連お中でないと操作できません。 

• ff 首振 J ボタンを押すと定右に首振りをし、もう一度ボタンを押ずと首振りを 
停止します。 

首振運転中に、無理やりガードを停止させたり、回したりしないで 
ください。 

■ F 切』ボタン 

• IT 切 J ポタンを押すと表示ランプが;‘肖え、すべての運転が停止しまず。 

■長時間使用しないときは、差込みプ7グをコンセントから抜いてください。’ 

IT 切 J にしただけでは、マイコン固路で約 1 W の消費電力がありまず。 


〔風向きの変え方) 


■風向きを上下に変えたいとき 

•モーター部を持って上*下に 
変えます。 

《風向きの上下はリモコン、本体の 
ボタンでは調節で韋ません。 



■風向きを左右に変えたいとき 


参 本緒、叉は r| 口: 4 ン 1 
り 毛 コンの 

[本体】 

i - in n nv - 

r 百般 JI ボ 






タンを押し 

4 イマ - W 

皇皇 


( 入 / 

て操作して 

な 





ください。 


! _, 



E 首撮 JI ボタン —— 




切 



《手でむ y やり左をに動かすと故障の原因 
になりますので、必ず『首振 J ボタンで 
操作してください。 


成警告 


0 使巧中にガードを持って、上下■左右に風向きを莖えないでください。 

•ガードを持ってむりやり強く操作すると、羽巧がガードにあたる場合があ 
巧- り、羽根が破續し、ケガをするおそれがあります。 
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r 高さ調節のしかた 1 

♦本体を持ち、《高さ調節ネジ )) を『ゆるむ J のち向(左回転） 

に回し、ゆるめてから上または下にスライドし、お望み 
の高さに調節してください。お望みの高さになりました 
ら高さ調節ネジを『しめる JI の方向(右回転）に回して 
しっかりと締め付けてください。 

参持ち運びする場合には、パイプをいちばん下まで下げ、 

富さ調節ポルトでしっかりと固定してから巧ってくだ 
さい。 

(扇風機を移動する擦に ■■■ 1 

■羽根が回転しているが態では移動しないでください。 

■扇風機を移動する膀は、ガードにガタツキがないかを慎認してください。 

■移動中に本化とスタンド部分がはずれないように、移動させる前に ff パイプ固定 
ネジ J f 高さ調節ネジ j などしっかり締まっている事を確認してから移動させて 
ください。 


お手入れと保管について 


r お手入れのしかた J 

参お手入れ前に運転を停止し、ぶ、ず差込みプラグを持ってコンセントから抜いてください。 

参お巧、本体の巧れは、ぬるま漏か中性洗剤を浸した布でふき巧った後、柔らかい布で 
空ぶきしてください。 

参シンナー、ベンジン、アルカリ辣剤、灯油、ペンゾール、アルコール、みがき粉などで 
ふかないでください。（樹脂や塗装部かが変色、変質するおそれがあります。） 

♦化学ぞうきんでこずったり、長時間接触させたままにしておきますと、変質したり 
塗装がはげたりずることがありまずので、ごま意ください。 

参長い間ご使用になると、差なみプラグとコンセントの閒にホコリや水分が付着ずるこ 
とがありますので、差込みプラグを抜き、乾いた布でふさとってからご使用ください。 

(保管のしかた] 

参保管の前に運転を停止し、必ず差込みプラグを持ってコンセントから抜いてください。 

参スタンドポール-スタンドベース-ガード及び羽很はあらかじめ IT 組み立てち JI 
と逆の順巧ではずしてください。 

♦モーター軸は、よく巧れを取ったを、全面にうすくミシン油をひき、もとどおり 
にチューブをかぶせてください。 

参本体や羽巧についた油はよくふき取ってください。樹脂が莖色したり破損するお 
それがあります。 

参包装ケースの説明図どおりに包装してから湿気のかないところに巧售してください。 


【本体背面】 
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立度理サービスを依頼する前に J 修理サービスについて^ 


■热陣かなと思ったときは t つぎの点をお調 
べになってからお買上げのお売店にご相談 
してください。 


f こんなとき 

おたしかめください 

FA/MSI 
ボタンを押し 
ても羽おが回 
らない 

•差込みプラグは、コンセント 
じしっかり差し込まれていま 
すか？ 

•巧很とガードが当たっていま 
せんか？ 

•リモコンの S 池が古くなって 
いませんか？ 

異常音が 
する 

•巧おはしっかりと取りがけて 
いますか？ 

•ガードはしっか y とが y せけ 
ていますか？ 

•罚想とガードが当たっていま 
廿んか？ 


( 1 ) な証害 

•この製品には、保証をがついています。 

保認まは、お貫上げのおを巧で『おを店名 • お賃上 
げ日 J などのを入をご確認のうえ、内容をよくお 
読みのを、大切に煤管してください。保誦期間は、 
お質上げ日より 1 年間です。 

(む修理を化短されるとさ 
•保証猫巧中でも 

保証害のご提示なき巧合、有料修理となることが 
あります。 

•保証期巧が過ぎているときは 
修理により樓用できる場合は、お客様のご要望に 
より有料修理いたします。 

け)補椿用性能部品の保有期間 

この扇風採の補该用性能部品(製品の懲能を推 
持するために必更な部品)のおを期間は、製造巧 
切を 8 年です。 

( 4 ) ご使用中ふだんとをわったが態にな y ましたら、 
ただちにご硬巧を中止し、お貢上げの版黄巧に点 
お•修理をご化おください。 

•お客様ご自身でのか浴•修理はなおです•修理に 
は巧なな技術がおちです。 


0 

分解禁止 


絶がに分解したり修理-な造を 
巧わないでください。 

長期使用製品安を表示制度に基づく本体表示じついて 


(日)修理サービスについてご不巧な巧合 

修理サービスや製品についてのご相談は、お貢上 
げの販壳店またはなまををユーイングにごあお 
ください。 


(本化への表示内餐） 

^経年あ化によりを害の発ちが离まるおそれがあることをま意唉超するために電気用品ををまで義巧か 


けられたな下の表示を本体に巧っています。 

[製造年】（本傍に西磨 4 おでま示してあります) 


A 


》[設計 Jt の標準巧用期間】 10 年 

設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場をは、経年み化による 
発火-けが等の事敏にまるおそれがあります。 


(お許上の摄準读巧巧間とは） 

^運お時間や思湿度など、標準のなを巧条件に基づく経年劣化に巧して、製造した年からをを上击廣な 
く桂用することができる標準的な細間です。 

^設計 J: の穂準を用期間は、無慣保誠期間とは異なります。また、偶をのな故障を保斑するものでもあ 
りません。 


■標準使用を件 日本工業規格 JISC 9921 - 1 による 


頒境条件 

電圧 

単巧 10 0 V 又は単相 20 0 V 

製なのをお巧圧による。 

暦戚な 

50 Hz 度び 60 Hz 


温度 

30 で 


漏度 

65 % 

段巧 

括'车战 a 

なおの巧扱が巧書による。 

負荷を件 


を巧を巧（風速） 

巧器の取扱甜巧香による。 

な定時間など 

里ち時な 

8 化/曰） 


3 ち回を 

5 (回/日} 

運お日数 

110 (日/年） 

スイッチ操ホ回巧 

550 (回/年） 

さ振通ちのを J 合 

100 (%) 


ま言己巧境を件の湿巧 65 %は、 J に Z 8703 のな巧が態を@ちとしている。 


•r 経巧お化とは J ■■ •ちお間にわたる使用やが置に拌いをずるお化をいいます。 
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